


地球の未来を思い行動するまち 

地球の未来を 
考え行動しよう 

・松山市全体の温室効果ガス排出量 

・大気質、騒音・振動、水質、土壌などの状態(環境基準) 

・姉妹都市をはじめとする海外との環境交流に参加した延べ人数 

自然を守り育むまち 

やすらぎを感じ 
るまちにしよう 

樹を育てよう 

多様な生物が 
すめる環境を 
つくろう 

遊べる水辺を 
増やそう 

・緑被面積率 

・都市計画区域内の人口一人あたりの都市公園面積 

・放置森林の整備面積 

・竹林の伐採および跡地の植栽面積 

・レッドデータブック記載種数 

・自然の河川・水路、海岸線の延長（自然再生を含む） 

・水質、構造、禁止看板の有無などから、川に入って遊ぶことが 
　できる箇所数 

・水浴可能な海岸箇所数 



水を大切に 
しよう 

水を大切にするまち 

水の循環を 
意識しよう 

・水源涵養林の取得面積、植林ボランティアの参加延べ人数 

・水の総使用量に占める中水道や雑用水など上水道以外の水源使用比率 

・市民一人あたりの水の総使用量 

 

・生活排水処理率 

・下水処理場への汚水流入時の汚濁負荷量 

 

限りある資源を大切にするまち 

物の命を 
活かしきろう 

エネルギーを 
上手に使おう 

・廃棄物発生総量（一般廃棄物＋産業廃棄物） 

・単位量あたりの廃棄物処分費用 

・廃棄物発生総量に占める分別済みの再生資源量 

・該当業種中、レジ袋、使い捨てハンガー、使い捨てシャンプー 
　などを廃止して繰り返し使えるしくみにしている事業所数 

・人口一人あたりの一般電気事業者の供給による電気、石油、ガ 
　ス、熱などエネルギー使用量 

・新エネルギーの発電量 

きれいな水を 
自然に返そう 



公共交通を 
充実させよう 

ゆっくりスムーズに移動できるまち 

徒歩と自転車で 
移動しよう 

・歩道の整備延長、自転車道の整備延長 

・歩道の段差解消率 

・主な駐輪地域における流入ピーク台数に占める駐輪可能台数比率 

・駐輪場の稼働率 

・市民一人あたりの公共交通の利用回数 

・乗降場整備後の利用者増減率 

・市民の自動車保有比率 

・交通量 

古きをたずねて環境を学ぶまち 

文化資源を 
守り活かそう 

ゆったり文化を 
育てよう 

・松山城をはじめ市内の主な文化資源に触れた人の数 

・地域が中心になって保全活動をしている文化資源の件数 

・朝市、良心市の立つ箇所数、延べ日数 

・郷土食・エコクッキングの受講者延べ人数 

自動車を上手に 
利用しよう 



環境に配慮した 
事業活動を 
進めよう 

環境を思いやる産業が育つまち 

地産地消を 
広げよう 

・生鮮食品の卸売市場取引額に占める県内産品の割合 

・減農薬・減化学肥料栽培、有機農業の認証を受けている農産品件数 

・ISO14000's認証取得事業所数 

・環境報告書発行事業所件数 

・市内の事業所において生産している製品で環境ラベルの認定を 
　受けている数 

・異業種間交流、産官学の交流機会に参加した事業者・団体の延べ数 

人を愛し自然を愛する市民のまち 

思いやりの 
心を育てよう 

環境学習の環を 
広げよう 

環境保全の活動 
を支え合おう 

・子ども会・自治会の数、年間行事数、参加延べ人数 

・学校における世代間交流授業等の参加延べ人数 

・都市環境学習センター、Re･再来館、野外活動センターの年間 
　利用延べ人数 

・環境学習講座受講延べ人数 

・自然体験イベント、みんなの生活展、ゼロエミフェスタなどイ 
　ベントの集客人数 

・市の環境関連ホームページへのアクセス件数 

・里親制度登録団体総数 

環境関連産業を 
育てよう 



環境美化 

環境教育 

ごみ減量 

地球温暖化 

まちかどクリーンアクション（仮称）の推進 

ごみ等収集車（機械車）クリーン化事業 

廃棄物減量等推進員の増員と配置の見直し 

松山のまち環境美化条例（仮称）の制定 

エコリーダージュニア会議の創設 

自然のモデル学習館の開設 

みかん園を利用した自然体験型農園の開設 

環境関連事業に対するバックアップ体制の充実 

市施設内での自動販売機の漸次撤去 

事業系ごみのリサイクルの推進 

家庭系ごみの分別及び回収方法の見直し 

エコホテル認定制度の導入 

エコアクション２１ 

エコイベントマニュアル 

エコリンピック　２００Ｘ 

グリーンチケット発行制度 

分 科 名  事　　業　　名 



年月 

H13年度 

６月 

７月 

８月 

９月 

10月 

11月 

12月 

１月 

２月 

３月 

H14年度 

４月 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

10月 

11月 

 

12月 

１月 

２月 

３月 

　　　　　　松山市環境市民会議 

全体会（第１回）検討方針 

温暖化�、ごみ減量�、環境美化�、環境教育� 

温暖化�、ごみ減量�、環境美化�、環境教育� 

温暖化�、ごみ減量�、環境美化�、環境教育� 

温暖化�、ごみ減量�、環境美化�、環境教育� 

温暖化�、ごみ減量�、環境美化�、環境教育� 

温暖化�、ごみ減量�、環境美化�、環境教育� 

温暖化��、ごみ減量�、環境美化�、環境教育� 

全体会（第２回）基礎調査報告 

温暖化��、ごみ減量��、環境美化��、環境教育�� 

温暖化��、ごみ減量�、環境美化�、環境教育� 

温暖化��、ごみ減量��、環境美化�、環境教育� 

温暖化�、ごみ減量�、環境美化��、環境教育� 

温暖化�、ごみ減量�、環境美化�、環境教育�� 

温暖化�、ごみ減量�、環境美化�、環境教育� 

全体会（第３回）分科会報告 

全体会（第４回）現状と課題の抽出 

全体会（第５回）計画の枠組の決定 

全体会（第６回）取り組みの方向性 

全体会（第７回）基本目標の策定� 

全体会（第８回）基本目標の策定� 

全体会（第９回）基本目標の策定� 

全体会（第10回）目標達成のための取り組み 

全体会（第11回）計画素案の策定� 

全体会（第12回）計画素案の策定� 

 

全体会（第13回）計画素案の策定� 

全体会（第14回）計画素案まとめの確認 

　　　庁内検討会議等 

環境部会（第1回） 

 

 

各課事業ヒアリング 

環境基礎調査・市民アンケート調査 

実施計画検討委員会（第1回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各課施策ヒアリング 

 

 

 

 

 

 

実施計画検討委員会（第2回） 

 

環境部会（第2回） 

実施計画検討委員会（第3回） 

策定本部会（第1回） 

部局別調整会 

実施計画検討委員会（第4回） 
策定本部会（第２回） 
ホームページへの素案の掲載 

  松山市環境審議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境審議会（第1回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境審議会（第2回） 

 

 

 

 

 

環境審議会（第3回） 



吉田　啓二　◎ 

斎藤　智子　○ 

一色　恒唯 

伊藤　好信 

井上　裕実 

今村　　清 

大西　英一 

大野　アケミ 

岡本　　治 

小川　晃宏 

尾崎　英行 

加藤　宗之助 

加藤　公子 

烏谷　　功 

菅　　　晃 

菅　　啓三 

岸本　啓一 

河野　智臣 

佐川　正純 

塩梅　陽一 

白石　精二 

城西　俊晶 

須賀　敏子 

角南　喜代 

清家　高志 

曽我　雄大 

千種　壽美 

徳本　澄子 

中城　啓嗣 

西野　　元 

西原　千景 

西村　恭子 

二宮　節文 

藤原　富代 

松本　　等 

松本　啓文 

最上　秀子 

山川　耕二 

山口　忠雄 

渡辺　優子 

深石 　　一夫 ◎ 

田辺 　　信介 ○ 

大亀 　　孝裕 

戒田 　　節子 

佐々木 ひろみ 

妹尾 　　克敏 

西口 　　　満 

宮内 　　順三 

横山 　　ぬい 

愛媛大学名誉教授 

愛媛大学沿岸環境科学研究センター教授 

ダイキ（株）代表取締役会長　　　　　　 

南海放送アナウンサー、ディレクター 

東雲短期大学教授 

松山大学法学部教授 

松山市広報委員総務会会長 

松山市農業協同組合組合長　　　　　　 

SPC取締役本部長 

氏　　名 



　　　策定本部 

助役 

総務部長 

企画財政部長 

水資源担当部長 

市民部長 

支所担当部長 

保健福祉部長 

社会福祉担当部長 

環境部長 

都市整備部長 

都市開発担当部長 

下水道部長 

建設管理部長 

産業経済部長 

農林水産担当部長 

教育委員会事務局長 

消防局長 

公営企業局管理部長 

　　　　実施計画検討委員会 

環境部企画官 

行政改革推進課長 

企画政策課長 

市民活動政策課長 

保健福祉政策課長 

環境政策課長 

都市政策課長 

下水道政策課長 

建設政策課長 

産業政策課長 

教育委員会事務局生涯学習政策課長 

消防局総務課長 

公営企業局総務課長 



対　象 
調査票配付・回収状況（調査時期：平成13年９月～10月） 

配付数 回収数 回収率 抽出方法 

市　　　　民 

事　業　者 

小 中 学 生 

高校・大学生 

選挙人名簿より年齢別比例抽出 

種類、規模を考慮し抽出 

小学校５年生、中学校２年生からクラス単位で抽出 

高校、大学の協力を得て抽出 

2,100 

300 

344 

300

1,146 

173 

344 

245

54.6％ 

57.7％ 

100％ 

81.7％ 

環境問題に対する関心 

�工場や自動車の排気ガスによる大気汚染 

�工場や事業場の排水による水質汚濁 

�化学物質による土壌汚染や地下水汚染 

�ダイオキシンによる環境汚染 

�自動車や工場などによる騒音・振動 

�工場などによる悪臭 

�地下水のくみ上げによる地盤沈下 

�ごみの増加やリサイクルの問題 

�親しみやすい水辺の減少 

�開発による身近な自然や動植物の減少 

�山林の荒廃 

�ごみのポイ捨てや不法投棄 

�酸性雨の問題 

�地球温暖化の問題 

�オゾン層の破壊の問題 

�野生生物種の減少の問題 

�海洋汚染の問題 

�環境ホルモンの問題 

■非常に関心がある　　■関心がある 
■どちらともいえない　■関心がない 

0％ 40％ 20％ 60％ 80％ 100％ 

環境保全活動への参加状況 

�古紙や空き缶などの資源回収の活動 

�一斉清掃や空き缶拾いなどの地域美化活動 

�川や海岸の美化活動 

�緑化活動や植樹活動 

�山林の保全整備活動 

�動植物を守るための自然保護活動 

�文化財や史跡などの保護活動 

�伝統芸能や伝統工芸などの伝承活動 

�環境問題に関する勉強会など 

■既に参加している　　　　　■ぜひ参加したい 
■都合がよければ参加したい　■さそわれれば参加したい 
■参加しようとは思わない 

0％ 40％ 20％ 60％ 80％ 100％ 



環境施策 回答数 

ごみの減量化・リサイクル対策 

水質浄化対策 

交通システム整備計画 

街並み整備計画 

都市緑化・公園整備対策 

騒音・振動防止対策 

環境美化対策 

自然保護対策 

大気汚染防止対策 

地球温暖化防止対策 

都市景観整備計画 

環境ホルモン対策 

史跡・名勝、文化財等保護対策 

オゾン層破壊防止対策 

ダイオキシン対策 

環境教育の推進対策 

自然との触れ合い拠点整備対策 

地下水・土壌汚染防止対策 

悪臭防止対策 

その他 

110 

65 

58 

51 

50 

48 

46 

38 

36 

33 

26 

23 

21 

21 

17 

15 

14 

11 

9 

1

優先すべき環境施策 

環境保全活動への参加状況 

�古紙や空き缶などの資源回収の活動 

�一斉清掃や空き缶拾いなどの地域美化活動 

�川や海岸の美化活動 

�緑化活動や植樹活動 

�山林の保全整備活動 

�動植物を守るための自然保護活動 

�文化財や史跡などの保護活動 

�伝統芸能や伝統工芸などの伝承活動 

�環境問題に関する勉強会など 

■既に参加している　　　　　■ぜひ参加したい 
■都合がよければ参加したい　■さそわれれば参加したい 
■参加しようとは思わない 

0％ 40％ 20％ 60％ 80％ 100％ 



内　　　容 回答数 

空気、水などをきれいにすること 

まちに緑をふやすこと 

ごみをあまり出さないようにすること 

現在ある緑を残し、動物の住む場所を守ること 

水辺を守り、魚つりや水遊びができるようにすること 

公園や遊び場をふやすこと 

騒音や振動をなくして、静かにすること 

自動車を少なくすること 

はでなネオンや看板などを取り除くこと 

その他 

232 

205 

175 

118 

105 

72 

67 

43 

24 

2

松山市を住みよいまちにするためにすべきこと 

内　　　容 回答数 

環境が悪くなっても生活が便利な方がよい 

環境をよくするためには生活が少し不便になっても仕方がない 

無回答 

70 

274 

0

地域環境と生活の比較 

０回 

27

１回 

94

２回 

70

３回 

44

４回 

34

５回 

29

６回 

14

７回以上 

32

外遊びの回数 
（1週間あたり） 

遊ぶ場所 
公園 

167

道路 

66

空き地 

51

校庭 

52

駐車場 

45

その他 

129



事業所の事業活動と地域環境との関係 

�大気汚染の問題 

�水質汚濁の問題 

�土壌汚染の問題 

�騒音の問題 

�振動の問題 

�地盤沈下の問題 

�悪臭の問題 

�廃棄物の問題 

�地域の景観 

�地域の動植物 

■大いに関係がある　　■少し関係がある　　■関係がない　　■わからない 

0％ 40％ 20％ 60％ 80％ 100％ 

障害の内容 回答数 

対策を行うための資金がない 

利益につながらない 

環境問題の現状や対策に関する情報がない 

従業員の理解・協力が得られない 

製品コストが上がる 

効果が不明である 

消費者の協力が得られない 

他の企業などと協力して対策を推進するための組織がない 

労働条件が悪化するおそれがある 

対策の方法などについて相談するための窓口がない 

顧客に対するサービスが低下する 

その他 

25 

15 

8 

7 

7 

7 

5 

5 

4 

3 

2 

0

環境保全対策上の障害 
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図１　人口・世帯数の推移 
資料：松山市統計書（平成12年国政調査） 
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図２　松山市と全国及び愛媛県との人口の比較 
資料：国勢調査報告 

全国　　　　愛媛県　　　松山市 

表１　産業別就業人口の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　資料：松山市統計書 

産　業 項　目 昭和50年 昭和55年 昭和60年 平成２年 平成７年 平成12年 

第１次産業 

第２次産業 

第３次産業 

人口（人） 

比率（％） 

人口（人） 

比率（％） 

人口（人） 

比率（％） 

13,908 

8.6 

42,390 

26.2 

105,146 

64.9

12,132 

8.6 

43,414 

24.4 

121,973 

68.6

11,100 

5.9 

44,463 

23.6 

132,858 

70.4

9,262 
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図３　松山市の経営耕地面積の推移 
　　資料：松山市統計書 
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表２　製造業の推移　　　   資料：松山市統計書 
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図４　年間販売額の推移　　資料：松山市統計書 
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図５　JR松山駅の利用者数　　資料：松山市統計書 
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図６　伊予鉄道の利用者数　　資料：松山市統計書 
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図７　登録自動車台数の推移　　資料：松山市統計書 
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図８　バスの乗客数の推移　　資料：松山市統計書 
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図９　田、山林及び宅地面積の推移　  資料：松山市統計書 
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図11　BODの経年変化　資料：環境保全の概要 
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表３　松山の気候（平年値：1971～2000年）　　　　　　　　　　　　資料：日本気候表（平成13年３月　気象庁） 

項目 

月別 
平均 
気温 

月平均相対湿度 

平　均　風　速 

最　多　風　向 

月合計日照時間 

降　　水　　量 

１月 

5.8 

9.7 

2.0 

63 

2.2 

WNW 

125.0 

51.6

２月 

6.0 

10.0 

1.9 

63 

2.1 

WNW 

133.0 

61.3

３月 

9.1 

13.5 

4.7 

64 

2.0 

WNW 

163.6 

93.5

４月 

14.3 

19.0 

9.6 

64 

2.0 

WNW 

185.4 

113.8

５月 

18.5 

23.2 

14.1 

66 

1.9 

WNW 

197.3 

128.4

６月 

22.3 

26.3 

18.7 

73 

1.7 

WNW 

153.1 

240.5

７月 

26.5 

30.5 

23.1 

73 

1.8 

E 

193.5 

162.9

８月 

27.3 

31.6 

23.8 

71 

1.8 

E 

213.1 

102.3

９月 

23.7 

27.9 

20.2 

72 

1.7 

E 

155.3 

148.1

10月 

18.2 

22.8 

14.0 

69 

1.8 

ESE 

173.4 

99.5

11月 

13.0 

17.5 

8.8 

67 

1.9 

ESE 

140.0 

62.6

12月 

8.2 

12.4 

4.1 

64 

2.0 

WNW 

135.3 

38.8

年 

16.1 

20.4 

12.1 

68 

1.9 

WNW 

1967.9 

1303.1

単位 

（℃） 

（℃） 

（℃） 

（％） 

（m/s） 

（－） 

（時間） 

（mm） 
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最高気温 
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図12　ごみ処理経費の推移　資料：松山市清掃事業概要 
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図13　電力及びガス使用量の推移　資料：松山市統計書 
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図14　地球温暖化の起こるしくみ 
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